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( ）はじめに1
年 月 日～ 日、西はりま天文台の なゆた望遠鏡と 望遠鏡で分２００９ 10 23 25 2m 60cm

光測光同時観測を行った。しかし、天候に恵まれず、観測予定の蝕を持った激変星の観測

大阪教育大学の 望遠鏡でもう一度 をターゲットが出来なかった。そこで 51cm IP Peg
にして測光観測を試みたが、再び天候に恵まれず、観測が出来なかった。新しいシミ

ュレーションコードを京都大学理学部 回生の粟田修平さんが作成されたと聞いたの1
で昨年度、京都大学屋上天文台 望遠鏡で私達が観測した のデータを使い40cm IP Peg
シミュレーション実習を行った。シミュレーションは京都大学理学部にあるコンピュ

軌道傾斜角とホットスポットの明るさ、半径、ズレ、ータを使った。パラメータを変え

降着円盤の明るさ、半径、伴星の半径、明るさを調べたので報告する。

( )激変星とは2
降着円盤を持った白色矮星の周りを、赤色星が伴星として公転している近接連星系で伴

星からガスが主星に降着している。その系は蝕以外でも数秒から 日程度の時間スケー100
ルで変光現象が観測されている。

( )対象の激変星3
は、ペガサス座の 等の非常IPPeg 14

に明るい激変星で、白鳥座 星型と言SS
われている。時折、アウトバーストと

3.8いう増光現象が起こる 軌道周期は。 、

時間である。

左図は激変星の想像図。右図は観測チ

ャートで、 に挟まれた星が である。また、恒星 を比較星とした。AB IPPeg A

( )観測と解析について4
年 月 日 時 分～ 日 時 分に京都大学理学部屋上天文台の 望2008 12 12 20 57 1 46 4013 ｃｍ

遠鏡で 秒間隔で自動観測したものである。得られた データは京都大学、大島さん33 fits
に一次処理をやっていただいた。学校でマカリを利用して、 と比較星の時間ごとのIPPeg
光度差を 個調べた。 の等級を求め、光度曲線を作った。519 IPPeg

( )光度曲線解析5
京都大学宇宙物理学教室の を利用して、軌道傾斜角とホットスポットの明るさ、IDL
、 、 、 、 、 。半径 ズレ 降着円盤の明るさ 半径 伴星の半径 明るさをシミュレーションで求めた

シミュレーションコードは、京都大学理学部一回生、粟田修平さんが作成されたものであ

る。



（ ）光度曲線の形の原因6
下図は京都大学での観測で得られた光度曲線である。

①は白色矮星、ホットスポット、降着円盤が伴星に隠されたとき（蝕 。②はホットスポ）

ット等が伴星から出現して来てる所。③はホットスポットが降着円盤に隠されて見えにく

くなっている状態。④はホットスポットが手前にきている状態であるとそれぞれ考えられ

る。

( )結果と考察7
昨年のシミュレーション結果か

ら最終的に得られた軌道傾斜角は

°、ホットスポットと伴星の角80
度は °、蝕の周期は 時間26 3.77
であった。

今回のシミュレーションコード

ではその値を出発点にして数値を

細かく変更して観測にあうシミュ

レーション光度曲線の形を見つけ

るという手法で以下の値を見つけ

た。

主星の明るさ 、半径 、主星と伴星の距離 として240 3 140
軌道傾斜角度 °、主星と伴星の距離 、ホットスポットと伴星の角度は °、ホッ81 140 26
トスポットの明るさ 、半径 、降着円盤の半径 、明るさ 、伴星の半径 °、伴200 8 42 30 45
星の明るさ になった。5

③のところだけ

がシミュレーショ

ンと合わず、満足

出来なかった。

( )感想8
激変星は光の点でしか見られません。僅かに変わる光の強さを計って去年、光度曲線を

作りました。エクセルに何百枚のデータを打ち込みグラフにします。しかし、そのグラフ

IDLからは光の変動しか分からないので激変星の動きは想像するしかありません。そこで

と呼ばれるソフトを使って激変星の動きが初めて視覚的に分かることができます。実体験

を通して分かったことはそう簡単には忘れません。今回、そんなことも学ぶことができま

した。

( )謝辞9
京都大学宇宙物理学教室野上先生、蔵本さんにお世話になりました。

この研究は洛東高校で実施した平成 年度 講座で行われました。21 SPP
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